


リアル対話ゲームシリーズ 原作・総合プロデューサー大橋弘枝の想い 「境界線をグラデーションしよう！」

私は⽣まれつき⽿が聞こえません。親の教育⽅針により⼝話を選び、社会

⼈になってから⼿話を⾝につけました。子どものころから学校教育の中に

ある「前例がない」という壁を家族とともに闘いながら、「前例がない」

を「前例のある」教育へ変えていきました。私の小学生時代から40年余

りがたっても、⽇本におけるマイノリティの状況は、多少の理解は広がっ

たけれど、「理解の⼼」はまだ追いついていない印象です。私たちの活動

を通して、「前例のないエンターテイメント」を「前例のあるエンターテ

イメント」に変えてゆきたい、そして、マイノリティとマジョリティの境

界線をグラデーションにして、自由な社会を⽬指したいと考えています。

【大橋弘枝 プロフィール】
俳優、演出家、プロデューサー。音のない世界の住人。1999年第七回読売演劇大賞優秀女優賞を受賞。米国で演劇
やダンスの勉強をしたのち、公演プロデュース兼劇団「サインアート プロジェクト.アジアン」を創立。聞こえな
い人と聞こえる人と共に、演劇活動を行った（2020年閉幕）。
2017年、静寂を聴覚障害者が案内する「ダイアログ・イン・サイレンス」にアテンドとして参加。
著書に「もう声なんかいらないと思った」（出窓社）など。

【ダイアログ・ダイバーシティミュージアム「対話の森」とは】

世代。ハンディキャップ。文化。宗教。民族。世の中を分断しているたくさんのものを、 出会いと対話によって

つなぎ、ダイバーシティを体感するミュージアム。 この場で生まれていく「対話」が展示物です。純度100％の

暗闇で視覚障害者のアテンドにより目以外の感性を使い楽しむことのできる 「ダイアログ・イン・ザ・ダーク

」では見た目や固定観念から解放された対話を。静寂のなか聴覚障害者のアテンドにより表情やボディーランゲ

ージで楽しむ「ダイアログ・イン・サイレンス」では言語や文化の壁を超えた対話を。そして「ダイアログ・ウ

ィズ・タイム」では年齢や世代を超え、生き方について対話をします。
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